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音読訓練による読解力の変化と
学習者の自己評価分析
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本発表は、外国語として英語を学ぶ日本人大学生に対して一斉音読処遇を、2011
年度に 10 分程度行った群と、単に速読処遇を行った群を比較しながら、読解正解
率、WPM、読解効率、リスニング力の変化について行った報告（神田他 2012）
に引き続き、1 年間の授業終了時に学習者へ行った自己評価アンケートとの関連
を報告し、授業終了時点での英語力による自己評価結果の違いを分析・報告する。

今回分析対象の学習者は、異なる大学、異なる教員による英語の授業の一部と
して 10 分程度の処遇が行われた。1 年間 4 回にわたる英語力判定テストをすべて
受講した学習者に限ったため、音読群には 15 名、非音読群として速読練習が行わ
れた群は 28 名であった。処遇方法の一貫性を確保するために、ミントアプリケー
ションズ株式会社によるマルチメディアプレーヤー・ミントが、両群共に使われ、
音読群では、音韻符号化の自動化を目指した一斉音読がなされた。言い換えれば、
扱う範囲の文章内容を解説した後で、チャンク化された文字を見ながら、チャン
ク模範音声を聞いた直後に、「自分が意味をわかった上で、かつ、相手に意味を伝
えるつもりで」発声した。

図 1. チャンク提示をする CALL ソフトウェア Player Mint

英語力の測定の題材として英検準 2 級の過去の問題を使用し、読解力に関して
は、問題正解率だけでなく、WPM や読解効率（WPM に問題正解率をかけたも
の）も収集した。こうした英語力が前期後期それぞれの最初と最後両方で、1 年
間で合計 4 回測定された。その結果、非音読群に比べて音読群で、WPM につい
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ての有意な伸長効果があった。他方で、リスニング力を伸ばす効果は、非音読群
に比べて音読群で、検知されなかった。

1 年間の授業を終えた時点で、12 項目からなるアンケートに対し、5 段階評価
を学習者につけてもらった結果を報告する。音読群が非音読群と比べて、学習者
からの評価が高かったものは、音読群にリスニング力を伸ばす効果がなかったに
もかかわらず、リスニング力が付いたといった項目や、音読処遇に対する肯定的
な満足度を測定する項目で学習者が肯定的な評価をしていた。また、音読群が非
音読群と比べて、学習者からの評価が高かったものは、音読群に非音読群と比べ
て読解正解力を伸ばす効果がそれほどなかったにもかかわらず、読解内容をイメ
ージする力が付いたとの肯定的な評価が下されたことがわかった。
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図 2. アンケート結果の比較１

最後に、群の違いを考慮せず、読解正解率、WPM、読解効率それぞれの点で順位
付けを行い、その順位の上位と下位の学習者の評価の違いを報告する。総じて、下位
に分類される学習者がチャンク音読による学習方法を支持する結果が得られた。

本研究は科学研究費基盤 C 課題番号 24501196「英文速読能力を向上させるチ
ャンク音声提示法の研究」による。
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